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ハ イ ン ツ ・フ ック ス,フ ラ ン ソ ワ ・ブ ル ッ クハ ル ト
「生 産 品 ・形 態 ・歴 史 一 ドイ ッ の デ ザ イ ンの150年間 」
本 書 は,19世紀 初 めか ら今 日 まで の約150年間 にお け る ドイ ッの生産 品 デザ イ ンを考 察
の対 象 と してお り,な によ りもまず その視 野の広 さが 最大 の利 点で ある。 しか し,本 書 で
は ドイ ツの生産 品デザ イ ンの連 続的 な発展 の歴 史が問 われ るの で はない。 そ うで は な くて,
過去 約150年間 を歴 史 的 に7つ の 時期 に区分 し,そ の 時代相 や 時代 色 を映 し出す 断続 的 な
事 象 として生産 品の形 態 と機能 が比 較 され考察 され る。
本 書 におけ る時代 区分 とそ の簡単 なあ ら ましは次 の通 りであ る。
1。 王 制復 古,ビ ー ダー ・マ イ ヤー(Restauration,Biedermeier)。1820年か ら1848年
まで 。産業 化が ドイッで もや っ と始 まったが,経 済 的に は低 調 な時 であ り,簡 素 で 明確 な
形態 が実用 品 のデザ イ ン を特色 づ ける。
2.産 業 化,ヒ ス トリスム ス(lndustrialisierung,Historismus)。1848年か ら1888年ま
で。 産業化 が本 格的 に進 行 した頃 であ り,デ ザ イ ンは もっぱ ら古 い時代 や異 った文化 圏 の
装飾 様式 の手 本 に依 存す る。
3.1900年前 後一 ユ ー ゲ ンシ ュテ ィール(Um1900-Jugendstil)。デザ イ ンの転換 期 で
あ り,当 代独 自の装 飾様 式 の創 出 を目指 したユーゲ ン トシ ュテ ィールが 一世 を風 靡 す るが,
1906年頃か らこ れに代 わ って純粋 主義 的で実 用本位 のデ ザ イ ン原理 が主 張 され始め る。
4.1920年代(DieZwanzigerJahre)。バ ウハ ウス を中心 と して,産 業 的大量 生 産の た
め の原 型デザ イ ンが 開発 され,産 業社会 にお ける生 活デ ザ イ ンの改 善が 推進 され る。
5.第3帝 国 にお け るザ ッハ リ ヒカ リ トー擬 古 典 主義(SachlichkeitimDrittenReich
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一Klassizismus)。1933年か ら1945年まで 。 ナチ ス に よ り文化 統 制が 実 施 され,そ の権 力
誇示 は擬古 典主 義 の復 活 を もた ら したが,庶 民層 向 けに はひ きつづ き実 用本位 のザ ッハ リ
ヒなデザ イ ンの普及 が企 て られる。
6.再 建 一 新 しい デザ イ ンに向 け て(Wiederaufbau‐ZumneuenDesign)。1948年か
ら1962年まで。50年代 中頃 か らバ ウハ ウス の流 れ を汲 むウル ム造形 大学(1{ochschulefur
GestaltunginUlm,1953-1968)が中 心 と なっ て,機 能 美 と産 業 的標 準化 を結 びつ け た新
しいザ ッハ リ ヒな デザ イ ンが 台頭す る。
7.新 しい 形式 理 念 に 向 けて 一 機 能 主義 の終 焉 か(ZuneuenFormideen-Endedes
Funktionalismus?)。60年代 に は後 期機 能 主 義的 デ ザ イ ンが 一 応の確 立 をみ るが,60年代
末 には これへ の激 しい批 判 も生 じる。 また70年代 中頃か ら機能 主義 的な枠 を打 ち破 る試 み
が イ ンテ リア ・デ ザ イン領域 か ら始 ま り,新 奇 な表現 形態 の創 出 に専 心す る前衛 的 デザ イ
ンが 波紋 を投 じる。
以 上で あ る。 こ うした本書 の時代 区分 は,モ ダン ・デザ インの源 泉 と成 立 を中心 と した
従来 のデ ザ イ ン史 とは趣 きを異に して いる。 こ こでは,モ ダン ・デ ザ イ ンの以 前 と以 後 や
モ ダ ン ・デザ イ ンが過渡 的事 象 と して排 除 した動 向 もと りあ げ られ て,ド イツのデザ イ ン
の複雑 な歴史 が浮彫 にされ るので あ る。
そ して本 書 に は二 つ の論 考が 含 まれ て い る。 そ の ひ とつ は,H.フックス に よる それ で
あ り,時 代 区分 にお ける第1期 か ら第6期 までの デザ イ ン情況 が,芸 術,政 治,経 済 そ し
て社 会 との 関連か ら文化 史 的に記述 される。 ここで強調 されてい るの は,時 代 精神 や その
時代 にお け る 「物 の見方 」(dieAnschauungen)カご生 産品 の形 態や 機能 に深 くかか わ って
い る とい うこ とで あ る。そ して,ザ ッハ リヒカ イ トやユ ーゲ ン トシ ュテ ィールな どの デザ
イ ン形態 が,あ る特定 の情況 下 に意 の ままに されて反復 す るこ とが 適確 に指 適 され る。 例
えばザ ッハ リ ヒカ イ トの場 合 には,19世紀前 半 のK.F.シンケ ル な どのい わ ゆ る 「ビー
ダーマ イヤ ー ザ ッハ リ ヒカ イ ト」 に始 ま り,今 世紀 直 後 に主 張 され たH.ム テ ジ ウ スの
「理 にか な ったザ ッハ リヒ カイ ト」 や1920年代 の 「ノイエ ・ザ ッハ リヒカイ ト」,さ らに
は戦後 の 「グ ーテ ・フ ォルム」(GuteForm)にお いて反 復 され る と言 う。 こう した指 適
は,安 易 な類 型化 に落 ち入 る危険 を も伴 なって はい るが,デ ザ イ ン現象 をよ り多 元的 に考
察 して い く上 で有 効 な示唆 を与 えて くれ るよ うに思 われ る。
また も うひ とつ の論 考 は,F.ブル ックハ ル トに よる60年代 以降 の ドイツ ・デザ イ ン界
の 展望 であ る。 これ に よる と,戦 後 ドイッのデ ザ イ ンは,世 界 と事物 との論 理的 な秩 序づ
けに力 点 を置 く現 実 的で合 理的 な思考 と,こ れ を批判 す る理想 的で主観 点 なそれ との 間で
展 開 した。前 者 の推進 力 は,ウ ルム造 形大 学で あ り,シ ステム ・デザ イ ンの普及 で あ り,
そ して3つ の公 的 デザ イ ン振興機 関(シ ュ トゥッ トガル ト ・デ ザ インセ ン ター,エ ッセ ン
産 業デ ザ イ ンセ ンター,ダ ル ムシ ュ タッ トの デザ イ ン協議 会)に よるグ ーテ ・フ ォルムの
助 成活動 等 であ った。 こ とに 「デザ イ ンの質 の規準 を技術 と美 と産業 との 矛盾 のな い統合
にみて とるザ ッハ リヒなデザ イ ン」 としての グーテ ・フ ォル ムが生産 品形態 の 問に浸 透す
る ことに よって,ド イ ツの産業 デザ イ ンはい よい よ隆盛 にお もむい た。 しか しこ う した実
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用 主義 に導 かれ た後期機 能主 義 的な産業 デザ イ ンの隆盛 は,一 方 で鋭 い批判 的な デザ イ ン
理 論 をも呼 び起 こ した。 哲 学者 のW.F.ハ ウク によ る 厂商 品美 学 」(dieWarenasthetik)
す な わち 「商 業資 本主義 的 な生産 機構が 定め た商品 と しての製 品 の機 能 な らびに作 用の範
囲」 に対 す る批 判,さ ら には社 会 プ ロセスの 目に見 え る側 面 だけで な くてそ の全 体 との関
係 を問 題 とす る社 会 学 者L.ブ ル ック ハ ル トに よ る 「不 可 視 的 デザ イ ン」(Unsichtbar
Design)の理論 な どで あ る。 これ らのデ ザ イ ン理論 は,デ ザ イ ンの社 会 的責 任 に対 す る
人 々の注意 を喚起 し,デ ザ イナー の問題意 識 をよ り広 げて い くこ とに貢献 した と著者 は評
価 す る。 そ して その例 と して著 者が あげ てい るのは,リ サ イ クル ・デザ イ ンな どの新 しい
企 て に よ り従 来 の デ ザ イ ンの単 次 元性 を打 破 し よう と した 「デ ス ・イ ン」(Des-in)グ
ル ープ,さ らには 「グ ッ ド ・デ ザ イン とキ ッチ ュ」 との中 間領域 の 開発 に着 目 した 「ベ ル
リン国際デ ザ イ ンセ ン ター」の活 動 な どで あ る。 こ う した戦 後 ドイ ッ ・デ ザイ ンの主流 と
傍 流の 関係 につ いての考 察 は,転 換期 を迎 えつつ あ る現 代 ドイ ツ ・デザ インへ の恰 好 の手
引 きと もな ってお り興味 深 い。
本 書全 体 と して,強 いて難 点 をあ げれば,そ の 内容が あ ま りに盛 り沢 山で,記 述 が と も
す れ ば散 漫 に な りやす い と ころ であ ろ う。 とは いえ,も とも と本書 編 集 の基盤 は,シ ュ
トゥッ トガル ト対外 関 係協 会(lnstitutfurAuslandsbeziehungenStuttgart)が企 画 した 同
名の 展覧 会 「生 産 品 ・形 態 ・歴 史」 にあ り,本 書の三 分 の二 を構 成 す る同展の 図録 は,ド
イ ツ産業 デザ イ ンの得 難 い資料 集成 ともな ってい る。
(藪 亨)
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